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令和３年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 

視点 

４年間の目

標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 25 日実施） 

（令和２年度

策定） 
具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 

（２月 18 日実施） 
成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

○新学習指
導要領を踏
まえ、キャ
リア教育の
視点による
小中高一貫
した教育課
程 の 編 成
と、人権の
視点に立っ
た教育実践
を 推 進 す
る。 
 

①教育課程プ
ロジェクトチ
ームを中心と
して、カリキ
ュラムマネジ
メントの視点
で教育課程を
再編する。 
 
②教職員の人
権意識を高
め、自他の大
切さを認める
ことができる
授業を実践す
る。 

①単元配列型の
年間指導計画の
書式をさらに見
直し、教科横断
的なつながりを
意識した授業実
践を行うことに
より学部間の連
携を図る。 
 
②年間指導計画
に人権課題を位
置付け、授業デ
ザインチェック
リストを作成
し、活用方法を
明確化する。 
 

①単元配列型の年
間指導計画を学部
ごとに見直し、教
科横断的なつなが
りを明確化し、学
部間の連携を図る
ことができたか。 
 
②年間指導計画に
人権課題を位置付
けることで、教員
の人権意識を高
め、授業デザイン
チェックリストの
作成と活用を通し
てその成果を検証
することができた
か。 

①月に１～２回程度話し合い、・単元ご
とにテーマに即した目標を年間指導計画
の中に書き込むことで、指導案が作りや
すくなるように工夫した。 
 
②人権に係る年間テーマと学期毎の小テ
ーマを設定し年間指導計画に書き込むこ
とで教員の人権意識を向上させるよう工
夫した。 
・研究授業での活用を中心に、学部研究
での協議を通して、授業デザインチェッ
クリストの書式を改善した。 
 

①掃除の取り組み
内容等を小学部か
ら高等部の繋がり
が意識できるよ
う、学部連絡会で
共有を図る。 
 
②人権に係る年間
テーマと学期毎の
小テーマの設定の
評価を行い、使い
やすくなるよう検
討する。 

＜保護者の評価＞ 
・授業の振り返りによる授業
改善（肯定的評価 97%） 
・キャリア教育を意識した教
育実践（肯定的評価 98%） 
・教員の専門性 （肯定的評
価 95%） 
＜保護者の意見＞ 
・いつも専門的で柔軟に対応
していただき感謝している。 
・もっと教室に入って実際に
子どもたちの活動を見たい。 
＜学校運営協議会意見＞ 
・書式を変えたことがどのよ
うに「教育課程の再編」につ
ながったのか目標との関係性
が不明瞭である。 
 

①年間指導計画の
見直しが進み、教
科横断的な繋がり
を意識できるよう
になった。 
学部を通した繋が
りの意識が今後の
課題である。 
 
②人権に関する取
組みが進み、教職
員の人権意識が高
まった。授業デザ
インチェックリス
トの活用と検証は
引き続き課題であ
る。 

①年間指導計画の
見直しを通し、教
科横断的な繋がり
について、カリキ
ュラムマネジメン
トの視点で教育課
程の再編を進め、
検証する。 

・SDGs に視点を
当てた授業実践に
取り組む。 

 

②保護者にも情報
提供しながら、児
童・生徒の人権意
識を高めるため、
全校で組織的に研
究を進めていく。 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

〇一人ひと
りの教育的
ニーズに応
じた指導・
支援を組織
的に行う。 
 
 
 
〇交流およ
び共同学習
を通して、
共に成長す
ることを目
指した教育
活動を実践
する。 

①専門職と連

携し、児童・

生徒の特性を

適切に把握

し、指導・支

援に活かす。 

 
②オンライン
等を活用し、
地域や近隣小
中学校、高等
学校との交
流、共同学習
を継続・発展
させる。 

 

①本校の児童・
生徒に適切なア
セスメントにつ
いての知識・技
能を全職員が習
得し、その結果
を個別教育計画
に活かす。 
 
②コロナ禍でも
実施可能な居住
地交流や学校間
交流の方法を考
え、その様子を
地域や保護者に
伝える。 
 

①アセスメントを
実施し、専門職等
と連携しながら、
実態に即した具体
的な指導・支援を
個別教育計画に活
かすことができた
か。 
 
②オンライン化を
促進し、居住地交
流や学校間交流等
の様子を、地域や
保護者に広く発信
する手段を確立す
ることができた
か。 

①アセスメント研修会・自作教材教具の
展示や教材教具ミニ学習会（27 名参加）
教材作成研修会(18 名参加)を実施した。
教材室や校内にあるアセスメントの整
理、教材検索システムの試行を行った。 
・校内専門職による教育相談や個別教育
計画の話し合いへの参加、ブロック内専
門職の巡回相談等を行った。 
 
②東本郷小と作品間交流や本校のＰＰＴ
資料を用いて人権に関する出前授業を行
った。 
・児童・生徒の作品による居住地交流を
行った。 

①教材室の整備・
充実や教材の紹
介、教材作成の機
会の設定を続け
る。 

・専門職への相談
内容を学年学部全
体に共有するため
の流れを整え、専
門職の見立てや視
点を多くの教員が
共有できるように
する。 

 

②「オンラインに
よる居住地交流の
ガイドライン」を
職員に周知し、計
画的に実施する。 

＜保護者の評価＞ 
・アセスメントを踏まえた個
別教育計画の作成（肯定的な
評価 99%） 
・他校との交流、共同学習、
関係機関との連携（肯定的評
価 64%） 
・センター的機能の役割（肯
定的評価 82%） 
＜保護者の意見＞ 
・太田ステージによる評価を
して頂いているので保護者に
も分かりやすい。個別支援
(教育)計画も太田ステージに
基づいた内容を希望する。 
＜学校運営協議会意見＞ 
・保護者は教員の専門的な知
識や技術に対して評価してい
る。教員はもっと自信を持っ
てよい。 

①アセスメント結
果を授業に活かす
ための環境整備を
行った。環境設定
や教材教具の提
示、支援の仕方等
の助言を得て、児
童・生徒の支援に
活かした。 
 
②感染症対策を行
いながら可能な交
流を実施し、オン
ラインによる交流
について次年度に
向け「オンライン
による居住地交流
のガイドライン」
を作成した。 

①専門職の見立て
や視点を共有する
とともに、その後
の授業実践や児童
生徒の状態を専門
職にフィードバッ
クし、よりよい支
援や指導につなげ
る。 
 
②HP 等を活用
し、地域の小中高
に本校の授業実践
など支援関係の情
報発信をすること
を通し、関係機関
との連携も交流の
一環としてとらえ
進めていく。 

・パラスポーツを
活用し、交流及び
共同学習を具体的
に推進していく。 

３ 
進路指導・

支援 

〇児童・生
徒一人ひと
りの将来の
生活の充実
を目指し、
自立と社会
参加に向け
た 進 路 指
導・支援を
行う。 
 
 

①小学部段階
から将来の生
活を見据えた
系統的な学習
を積みあげ
る。 
 
②進路や福祉
制度の情報を
保護者等に効
果的に提供す
る。 
 
 

①校内外の諸機
関と連携し、卒
業後の生活に必
要な生きる力の
理解を深め、発
達段階に合わせ
た学習内容や方
法をさらに整
理・精選する 
 
②進路の手引き
等を活用し、小
中高各段階に合
わせて保護者や

①児童・生徒の将
来の生活を具体的
にイメージし、卒
業後の自立と社会
参加に必要な学習
を精選することが
できたか。 
 
②保護者や児童・
生徒に向けた卒業
後をイメージでき
る進路情報の積極
的な提供により、
一人ひとりにあっ

①発達段階に応じ、学部ごとに用具の使
い方の指導を共通化し、清掃技能検定の
マニュアルを踏まえて取り組み、学部連
絡会の場で情報共有した。 
・担当者が進路見学先から中継するバー
チャル進路先見学や、事業所と連携し
て、少人数、短時間での体験・見学を実
施するなど、感染症対策をしつつ、必要
な学習を積み重ねることができた。 
 
②保護者が気軽に相談できる場としてみ
どり相談室を月１回設定し、４件の相談
があった。 
・進路保護者会や学習会で進路の手引き

①各学部の取組
が、小学部から高
等部までの系統的
な学習となるよう
検討を進める。 
 
②・みどり相談室
にミニ学習会を取
り入れることで保
護者が相談しやす
い情報発信の場と
していく。 
・進路の手引きを
担任も理解し活用

＜保護者の評価＞ 
・卒業後を見据えた進路学習
（肯定的評価 95%） 
・進路に関わる丁寧な情報提
供（肯定的評価 93%） 
＜保護者の意見＞ 
・高等部もスクールバスを利
用したい。 
・高等部通学支援用のマイク
ロバスについて詳しい説明会
を開催してほしい。 
・自校製品をつくり、学校や
ＰＴＡの行事のときに配布で
きればいい。 

①今年度も『掃
除・清掃』に焦点
を絞り、児童・生
徒の実態に応じて
進めた各学部の実
践について、学部
連絡会の場で情報
共有を行った。 
 
②みどり相談室や
進路の手引きの活
用により、保護者
に対して進路や福
祉制度の情報提供

①共有した取り組
みについて検証
し、学校全体で進
路に関する実践を
系統的な学習とし
て整理していく。 
 
②引き続き情報提
供を進めるととも
に、小中学部の保
護者をターゲット
として、その困り
感に寄り添うため
の情報発信の場を



 

視点 

４年間の目

標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（３月 25 日実施） 

（令和２年度

策定） 
具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 

（２月 18 日実施） 
成果と課題 改善方策等 

 
 
 
 
 

生徒に必要な情
報を積極的に発
信する。 
 
 
 
 
 
 
 
 

た進路指導・支援
をすすめることが
できたか。 
 
 
 
 
 
 

を参考にし、内容を解説したりすること
で家庭でも活用できるように取り組ん
だ。学習会は Googleclassroom 上で資料
提供をして、保護者の質問に回答するこ
とで全体に共有した。実習の取組の様子
については学校だよりを通じて情報発信
した。 
保護者の進路先見学会は日数を増やして
少人数で実施し、17 か所、延べ 190 名の
保護者が参加した。 

できるようにす
る。今後もオンラ
インや学校だより
を通しての情報発
信に努める。保護
者会や学習会で
は、卒業後をより
具体的にイメージ
できるような資料
提供や情報発信を
する。 

＜学校運営協議会意見＞ 
・教職員を対象とした学校評
価アンケートによると進路指
導の充実は、それほど期待度
が高くはないが、保護者によ
る同アンケートによると期待
度が一番高い。このギャップ
に検討余地がある。 

を行った。 設定し、期待に応
える必要がある。 

４ 
地域等との

協働 

〇共生社会
の実現に向
け、障害の
ある子ども
と障害のな
い子どもの
相互理解や
地域への理
解を広げる
ために、地
域 と 連 携
し、開かれ
た教育活動
を 展 開 す
る。 

①地域資源を
積極的に活用
するととも
に、児童・生
徒が地域で活
躍できる場を
拡大する。 
 
②地域や関係
機関と協力
し、ボランテ
ィアを充実さ
せる。 

①コミュニテ
ィ・スクールを
活用し、地域と
連携した学びの
場を検討・実
践・発信する。 
 
②コミュニテ
ィ・スクールを
活用し、学校の
教育活動を支援
するボランティ
アを充実させ
る。 

①地域と連携し、
発達段階に合わせ
た地域での学びの
場を広げるととも
に、積極的に情報
発信を行うこと
で、地域への障害
理解を進めること
ができたか。 
 
②関係機関と協力
し、ボランティア
についての具体的
なニーズについて
の具体的な情報を
発信し、連携を進
め、教育活動を充
実させることがで
きたか。 

①東本郷郵便局壁面の作品展示や郵便局
での校外作業を行った。 
・学校ＨＰで学校生活の様子の記事を延
べ 43 回掲載した。巡回相談を通じて近隣
小中学校に教材を紹介した。対外作品展
（2か所）や学校ＨＰ「みどり美術
館」、会議室前廊下の展示を通じて、児
童生徒の作品を紹介した。 
 
②職業教育として東本郷郵便局の方に出
前授業をしていただいた。ボランティア
を活用した。（通学見守り・下膳・小学
部リズム遊び・消毒・分教室日本語学習
支援・小学部配膳下膳）ボランティアバ
ンク運営要項を改訂し、個人情報の取扱
いについて追記した。 
 

①学校ＨＰ掲載ま
での手順を整える
ことで、発信の回
数を増やすことが
できた。 
 
②教育実習や介護
等体験で来た学生
に積極的に呼び掛
けるなど、学生ボ
ランティアの活用
をより進める。そ
のためにもチラシ
や学校ＨＰなどを
使ってボランティ
ア募集のための広
報をしていけるよ
うにする。 

＜保護者の評価＞ 
・ボランティアの導入、学び
の場の拡大 
（肯定的評価 74%) 
・配付物やホームページでの
情報発信（肯定的評価 91%） 
＜保護者の意見＞ 
・感染症対策をしながらの交
流を考えてほしい。 
・ボランティアについて情報
がないから答えられない。 
＜学校運営協議会意見＞ 
・コロナ禍で活動に制限を受
けざるを得ない状況にあった
と思うが、それでも色々な協
働が行われたことは高く評価
されることと思う。 
・センター的機能は特別支援
学校の重要な機能なので、次
年度は項目に加えるべき。 

①東本郷郵便局な
ど地域の協力を得
て、地域に向けた
情報発信を行っ
た。学校ＨＰから
の発信も数多く行
った。学校ＨＰに
掲載する内容につ
いては、保護者以
外の県民も意識し
たものにしていく
必要がある。 
 
②ボランティア希
望者が多く、感染
症対策を講じ、回
数や人数を制限し
た上での活用とな
った。保護者に対
する活用状況の情
報開示がやや不足
していた。 

①学校ＨＰを活用
して「センター的
機能コーナー」
「学校防災コーナ
ー」など学校の情
報を定期的に掲載
することで、保護
者に対してだけで
なく地域に対する
発信力を高める。 
 
②ボランティアの
ニーズや募集状
況、活用状況など
について、学校Ｈ
Ｐその他を活用し
て適宜情報を更新
していく。 

５ 
学校管理 

学校運営 

〇安全・安
心や児童・
生徒の健康
を第一に考
え、指導体
制や管理体
制の構築を
図る。 
 
〇児童・生
徒と向き合
う時間を確
保するため
に、働き方
改革を推進
し、組織的
な学校運営
と校務の効
率化を図る 

①地域や関係
機関と連携協
働し、地震・
気象・感染症
等様々な危機
に適切・迅速
に対応できる
取組を進め
る。 
 
②グループリ
ーダーを中心
に全職員が働
き方を意識し
て、校務の効
率化を組織的
に進める。 

①コミュニテ
ィ・スクールを
活用し、オンラ
イン活用を視野
に入れて、防災
対策関連行事の
見直しを行う。 
あわせて学校医

等関係機関と連

携し、感染症流

行防止および流

行時の対策の見

直しを行う。 

 
②各チームの業
務を継続・縮
小・代替・削減
の視点で見直し
を検証し、具体
的に業務の効率
化を図る。 

①地域や関係機関
と連携し、感染症
対策下での本校の
防災対策関連行事
および児童・生徒
の健康安全対策を
見直し、全職員で
共通理解し実施で
きたか。 
 
②チームでの業務
の見直しを行い、
児童・生徒と向き
合う時間を確保で
きたか。 
 

①・感染症対策として少人数で実施した
地域防災拠点の避難所設営訓練に職員２
名が参加した。「みどり防災デー」は感
染症対策として学年ごとに体験内容を分
けて実施した。他学年の取組は動画を撮
影し、事後に共有した。 
・感染症拡大防止のため 30 分ごとに流れ
る音楽を合図に教室の一斉換気を行っ
た。手洗いの励行や登下校後の消毒作業
を徹底した。 
 
②各チームで会議の回数や書式の見直
し、書面での開催等を通じて業務の削減
を行った。Teams で教材の検索ができる
システムを作成した。 
 

①・避難訓練や研
修もスクールバス
運行時や児童・生
徒在校時など具体
的な場面や状況を
想定した、より実
効性の高い内容に
していく。 
・感染症の流行状
況に迅速に対応で
きるように危機管
理対応システムの
見直しを随時行
う。 
 
②引き続き業務内
容の見直しを進め
ると同時に「No 会
議デー」を設定し
年間予定に位置づ
けることで働き方
改革に取組む。 

＜保護者の評価＞ 
・地域と連携した防災体制の
構築（肯定的評価 87%） 
・危機管理、感染症予防（肯
定的評価 92%） 
・チームワークの良い学校運
営（肯定的評価 98%) 
＜保護者の意見＞ 
・不審者が心配で防犯対策を
強化してほしい。 
・床の湿気が気になる。トイ
レや水まわりの設備を新しく
してほしい。 
・感染症対応における行事の
変更についての連絡が遅い。 
＜学校運営協議会意見＞ 
・地域防災拠点との連携をシ
ミュレーションしておく必要
がある。 
・Ｎｏ会議デーの設定ととも
に会議自体に諮る案件の見直
し、意思決定プロセスの見直
しも進めていく必要がある。 

①・学校行事を計
画する上で必要な
感染症対策につい
て、職員の意識が
高くなってきた。
校内で感染者が発
生した際の動きに
ついても全校体制
で安全かつスムー
ズに進めることが
できた。 
・「みどり防災デ
ー」については、
感染症対策を講じ
た上で引き続き内
容を充実させてい
きたい。 
 
②会議の回数や書
式の見直し等は進
んだが、職員自身
が自分で業務を精
選して計画的に進
める自覚が必要で
ある。 

①・必要な感染症
対策を講じること
で、学校行事をで
きるだけ実施でき
るように計画す
る。 
・区の福祉避難所
連絡会を通じて他
の施設との連携を
深める。 
・ＤＩＧを活用し
ながら具体的な場
面を想定して、感
染症対策下での防
災について全校で
考える機会を設定
する。 
 
②・書式の見直し
等具体的な成果に
ついて、校内で共
有して全校で業務
改善に前向きに取
り組む。 
・Ｎｏ会議デーに
は時間を有効に使
い、効率的に業務
を遂行できるよう
な体制を構築す
る。 

  


